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テーマ
かつて多くの店舗が軒を並べていた「牛島商店街」を中心に、
地域の再活性化を図る
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　特定非営利活動法人ベコアイランドサミ
ットは、任意団体として5年ほど活動した後、
2019年に法人化。牛島地区を元気にするこ
とを目指し、取り組みを続けてきました。
　主な活動は、秋に開催される「牛島オー
タムフェスティバル」と、2019年に始まった
「防災イベント」。前者は、地域の子どもや
お年寄りなどの方々が少しでも交流を深め
て、牛島ににぎわいを取り戻していくための
取り組みで、後者は牛島地区の住民をター
ゲットにしたもの。いわば商店街支援と地
区住民への働きかけが活動の2本柱です。
また、活動を維持するための収入源として、
イベントでのハンバーガー販売を行うとと

もに、牛島の「牛」にちなんだプリンやモ
ツ煮などの開発にも取り組んできました。
　しかし、そういった取り組みが商店街、
地域住民、行政サイドなどキーパーソンた
ちになかなか浸透せず、地域挙げてのまち
づくりにつながっていない、という悩みも
抱えています。� �

地域全体から考えてみると
商店街は地域の要素のひとつ。

寺川氏（右）橋立氏（中央）が
参加者の意見を抽出・整理

商店街へのイベント支援から
地域全体の活性化へと視野を広げる。

　
　まちを歩けば現役の職人さんがいて、昔
ながらの町屋が残っていて、広い河川敷に
桜が咲く。牛島地区には貴重な「宝」が
多い。これらの魅力を、商店街からの発信
を通じて地区のみんなが共有できるように
したい。すると商店街の存在感が、地区の

中で再び大きく
なっていく。その
時「牛島らしさ」
をどう活かすか。
今後の大きなテ
ーマになっていく
と考えています。

地区の魅力を商店街から発信。
チーフパートナーから

●寺川 重俊氏

●第1回／ ワークショップ 
「牛島地区のまちづくりで考える４つのモノ」 

2020年11月28日（土）
●第2回・第3回／ 順次実施予定

◎開催場所／ 秋田県秋田市 
南部市民サービスセンター「なんぴあ」別館

［ 参加者 ］
◆支援団体
　ベコアイランドサミットの皆さん
★まちづくりパートナー
　 寺川 重俊氏（有限会社 寺川ムラまち研究所 代表取締役 チーフパートナー）
　 橋立 達夫氏（作新学院大学 名誉教授）
■東北電力株式会社
　 秋田支店 部長（広報・地域交流担当） 中澤 寿幸（当時、第1回）
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　寺川氏は、事前の現地視察などを元に
「牛島の住民は福祉や教育でも問題を抱え
ているはず。まず牛島地区全体の活性化を
考え、その上で商店街の要素を取りこんで
いく、という方向で進もう」と提言。まちづ
くり元気塾がスタートしました。

　第1回では、まちづくりパートナーのリー
ドによりワークショップを実施。牛島地区の
まちづくりにとって何が魅力で何が問題か

を考えるきっかけとしました。
　テーマは「牛島地区で考えてもらいたい
4つのモノ」。以下4点についての意見を、
参加者が付箋に書き込んで模造紙に貼りこ
みながら発表しました。
　①絶対に手放してはならないモノ（守り
たい、取り戻したい）、②あれば良いけどな
くても良いモノ（あれば便利、あったら良
いな）、③端的に無くて良いモノ（邪魔に感
じる、できれば解決したい）、④絶対にあっ
てはならないモノ（絶対に取り除きたい、
解決したい）
　これらをテーマごとに分類・整理し、さ
らに全員で討議。プロジェクトとしてまとめ
られるよう整理しました。
　①に関しては、味噌屋やたい焼き屋、得
意技を持つお年寄りなどの「職人」や地域の
「祭り」、伝統を守ろうとする「気質」や往時
の雰囲気を伝える「街道の特徴」、生活に
とって生命線の「交通」などが挙げられま
した。②には「飲食店」や「物販店」に加え

「歴史環境」なども。③では「人の問題」
や「空き家」などが挙げられ、④では犯罪
や災害、孤独死などのほかに商店街の「シ
ャッター通り化」の問題も指摘されました。

　ワークショップ後半では、4つの視点から
の分析をもとに、今後の活動軸となるプロ
ジェクトの立案を試みました。
　寺川氏は、どんな人材が牛島にいるのか、
掘り起こしが必要と強調しました。また「地
区の特徴ではあるが使いづらい」との意見
が出されていた縦長の敷地も、かつての町

　橋立氏は「地域の中の人が楽しそうに取
り組んでいると、自ずと外からも注目され、
人材も集まってきます。皆さん自身がニコ
ニコしながら、前進してほしい」とエール
を送りました。

屋の形式を活かすことで、画家や彫刻家な
どのアーティストや刃物や豆腐などの手づく
り職人にとっては、むしろ魅力的な敷地にな
ると指摘。橋立氏は、「たとえシャッター街
になっていても、思い切ってシャッターなど
を外してみると、レトロな美しい景観のま
ち並みに生まれ変わることがある」とアド
バイスしました。
　ワークショップでは参加者からさまざまな
意見が寄せられ、寺川氏が夢のプロジェク
トとして取りまとめを行いました。牛島にど
のような人材や職人がいるかを把握するこ
とや、太平川の河畔やまちを散歩で楽しむ
ための環境整備、子どもたちとの交流促進、
地元でさまざまな活動に取り組む団体の後
方支援など、テーマは多岐にわたりました。

　

　牛島の現在と将来について語り合うだけ
で、こんなにわくわくするとは！�活動の考え方
や取り組み方の勉強になりましたし、夢が広
がりました。人材やまちの魅力の「棚卸し」
をもっと詳細に進めて、周囲の方 と々共有し

ながら、プロジェ
クトを充実させた
いですね。「牛歩」
のような進み方
でも、少しでも牛
島のプラスにな
ればと思います。

若手メンバーはスマホで
最新の情報を提供

他地域の事例を交えながら
わかりやすくアドバイスを行う橋立氏

活発な意見の交換が
新しい視点やアイデアに繋がる

広がる夢をもっと共有していこう。
●特定非営利活動法人ベコアイランドサミット
　 小松 薫理事長

参加者からひとこと

活動の方向性を見出すため
４つの視点から地域を評価。

縦長のまち割りも弱点ではなく
新しい可能性を示している。

まちの魅力と課題を見つけ、
プロジェクトを共有・前進する。




